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新春OJBスクールを終えて
大角 宜士

この度の講演を拝聴して、渡部陽一先生
の熱い思いや戦場での過酷さを感じさせら
れる研修でした。先生が20歳の頃、ムブ
ティ族を見に行った時ルワンダ内戦中で子
供たちに「助けてください」と言われどう
伝えるべきかを考え、好きであったカメラ
で写真に収めればと考えて戦場カメラマン
になられた先生。「世界中に発信して架け
橋になる」「戦争の犠牲者は子供」現在も
続いているウクライナ侵攻でも、ライフラ
インを破壊されている無惨さを再確認させ

られました。
マララ・ユスフザイさんの「世界を変える
のは、一人の先生、一冊の本、一本のペ
ン」という言葉には、武器で解決するので
はなく対話で解決という平和への思いが込
められていると思いました。日本だけなく
世界中で様々な事が起きているので視野を
広げていきたいと思いました。

記念講演会を拝聴して
平山 岳司

今般の記念講演会は、コロナ禍を経て3
年振りの開催、自分自身は第56年度入会
という事もある為、初参加でした。
講師は戦場カメラマンの渡部陽一先生、メ
ディアで拝見した事はありましたが、どう
いう経緯で「戦場カメラマン」としての道
を歩まれたのかは存知上げませんでした。
今も戦地に赴き続けられる理由「世界中の
子供たちの声を届ける。写真を通じてその
架け橋となる」、しないと犠牲となる子供
達が「存在しなかった事になる」、「戦争
の犠牲者は常に子供達」という言葉には、

現在進行形で行われているウクライナ侵攻
の惨状を再認識し、とても胸を打たれまし
た。
また、檀上で演台を一切使用せず、終始身
振り手振りを交え相手に伝える手法に、強
く感銘を受けました。自己研鑽にもなり、
内容も自身の子供達にも伝えたいと思い、
正に今年度のスローガンである「視野を広
げる」事を体感できた日となった事、この
場を借りて運営委員の皆様に感謝申し上げ
ます。

「戦場カメラマン」として世界中を飛び回り、命の大切さや生きるこ

との素晴らしさを熟知されている、ジャーナリスト 渡部 陽一 先生を

お迎えして、『 世界からのメッセージ 平和と命の大切さ 』と題し

てご講演を頂きました。

本講演では、広く市民の皆様に公開させていただき、３４０名の方に

ご参加いただけました。

講 師： ジャーナリスト
渡部 陽一 先生

と き： 令和５年１月２9日（日）
ところ： 大垣フォーラムホテル
参加者： 会員 ５１名

特別会員 ２４名
一般聴講者 ２６５名
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新春ＯＪＢスクール記念講演会
『 世界からのメッセージ 平和と命の大切さ 』



加藤会長による開会のご挨拶 川瀬副会長による
お礼のご挨拶

加納浩二歴代会長より講師である
渡部先生のご紹介を頂きました

御礼

本年度の新春ＯＪＢスクールに、多くの会員、特別会員の皆様にご参加いただき、
まことにありがとうございます。

第５４年度以来、３年ぶりに新春ＯＪＢスクールを開催することができました。
これも会員、特別会員の皆様のご理解、ご協力のおかげです。

講師として渡部陽一先生をお迎えし、今まさに多くの方に聞いていただきたいご講演を賜ることができ、私
自身、非常に心に響くものがあった講演でした。

また、本行事にて至らない点が多々ありましたことをこの場を借りてお詫びするとともに、反省点を改善すべ
く次年度以降に引き継ぐ所存です。

本年度も折り返し地点を迎えましたが、より良い研修を実施すべく役員一同取り組んでまいりますので、何卒
宜しくお願い申し上げます。

令和５年１月２９日 第５７年度会長 加藤肇



懇親会

加藤会長によるご挨拶

川瀬副会長による
締めのご挨拶

ビンゴ大会では会員の皆様から提供いた
だいき、加藤会長が長谷部会員提供の
洗車券が当たりました。

三輪俊明特別会員による
乾杯のご挨拶を頂きました

新春ＯＪＢスクール記念講演会後の親睦、会員同
士の労いの場として懇親会を開催しました。
多数の特別会員の方々も参加していただけました。

参加人数
会員４６名 特別会員１０名

堀冨士夫特別会員による
ご挨拶を頂きました



新入会員自己紹介

大角建築 大角 宜士会員
初めまして。大角建築の大角宜士です。私の趣味は、釣りです。イカ釣りが好きですが年に
数回仕事仲間で海釣りにも行きます。魚を釣るだけでなく捌くこともひとつの楽しみです。
OJBに入会して数か月ですが、ゴルフも新たな趣味になりそうです。まだ始めたばかりで
下手ですが、練習をして上達できるようになりたいです。
OJBでは、毎月の例会で様々な講師の方の講演を聴き今までの自分にはない考えを取り入
れられるようになりました。これからのマイビジネスに活かしていこうと思います。
このような会は、OJBが初めてでご縁を頂き皆様との交流が出来るようになり、仕事上
スーツを着ない私からすると例会の日は気が引き締まる思いです。皆様の色々な刺激を受け
ながら自己成長をしていきたいと思います。一年間宜しくお願い致します。

「ビジネスマン、加藤について」
ソニー生命保険株式会社 加藤 貴裕会員

加藤貴裕、産まれも育ちも大垣(大学だけ京都で下宿)、大垣を愛し、大垣に生きる男です。
新社会人として大垣共立銀行に入社、学び習得した知識や経験を手に、現在ソニー生命保険
に転職し、ライフプランナーとして、より幅広く、より精力的に活動中です。
私にとってこの「ライフプランナー」とは、保険や銀行の枠に留まらない、企業と個人の最
も近い良きパートナーのことを言います。
膨大な情報が飛び交う昨今、お金のことにおいて、どの情報が必要でどう扱うのか、何が有
益で採用すべきかという選択と判断をすることは、安心した人生や健全な企業経営、つまり
は経済的安定を得るためには重要です。
そんな時に役に立ちたい、貢献したい、頼りになれる存在になりたい！そうすることで喜び
と楽しさと存在意義を感じていきたい！
理想の在り方はそう、「一家に一加藤」「一社に一加藤」です！

こんな私ですが
中日本商事株式会社 川合 琢也会員

今年度から入会させていただきました中日本商事株式会社の川合琢也と申します。
弊社は交通安全関係(カーブミラーやガードレールの設置)や駐車場や道路の白線引きを主な
業務にしております。

今年で36才になりますが、生まれも育ちも大垣市。高校、大学も大垣市近郊と少し狭い
世界の中で過ごしてきました。

元々インドア気味な気質ですが、仕事を始めてからも自宅と会社の往復だけで一日が終
わってしまう生活でした。
それなりに充実はしていたものの、どこか物足りなさも感じていました。そんな折、当会の
お話を聞きましてまさに、渡りに船とばかりに飛びつきました。

実際に入会させていただきますと、お話に聞いていた通り様々な業種、立場、年齢の方々
とお話させていただきとても刺激を受け、今まで以上に充実した日々を過ごしております。
まだまだ若輩者ですので、皆様ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

自己紹介
児玉設備工業 児玉 佑亮会員

第57年度に入会させていただきました児玉佑亮と申します。私は、4年数か月前に以前務
めていた垂井町内にある水道工事店から独立開業いたしました。現在、児玉設備工業という
屋号で営んでおりますが、主な専門分野は住宅設備工事です。住宅設備工事というのは、宅
内の給水・給湯・追い焚き・排水・雨水の配管に加えて、キッチン・お風呂・トイレ・洗
面・洗濯・給湯器等の設置接続になります。また、宅内における漏水修理や排水配管の詰ま
り修繕も行っております。仕事とプライベートで大切にしていることは、人との対話です。
建設業界は一人では成りえません。人との関わりがありきで成り立つ業界だと思いますので、
これからも大切にしていきたいです。



「OJBの皆様と…」
大垣共立銀行 土屋 諭会員

OKB大垣共立銀行の土屋です。
2020年9月に「OJBとOKBの55と私の40年とこれから」という題目で講演をさせて頂
く機会を頂きました。講演会を通じてOJBについて知り、そして、会員の皆様と知り合う
きっかけとなりました。
大学入学を機に大垣を離れ、大学卒業後はオリックス、大学院、みずほ銀行と15年程東京
で過ごした後、2014年にＯＫＢに入社しこれで8年になりますが、最初の5年間は名古屋
支店長等、名古屋勤務であったため大垣については、実はまだ若葉マークの域です。
そこでOJBに入会させて頂くことで、地元大垣のことをもっと知り、同世代で同じ時代を
同じエリアで生き、会社を経営されている皆様と色々と学びたいと思っています。
どうか宜しくお願い致します。

自己紹介
株式会社常富工芸 常富 誠勝会員

大垣青年重役会の皆様、初めまして。
株式会社 常富工芸の常富誠勝と申します。
弊社は祖父の代から家具の製造をしております。
父親の代で住宅家具から店舗家具製造も始めまして商品陳列棚や病院の受付ｶｳﾝﾀｰ等を製
作・取り付けしています。
私自身が異業種の方との交流があまりなく、講演会等も行ったことがありませんでした。
大垣青年重役会に入会させていただきこれから色々な経験が出来るのが楽しみです。
まだまだ若輩者ではございますが、ご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願いします。

入会のご挨拶
アンシンク株式会社 林 雅浩会員

この度、一般社団法人大垣青年重役会に入会させて頂くことになりました林雅浩です。
私の職業は消防資機材・防災用品の販売、消防設備の施工・定期点検です。入社してから
16年、代表取締役になってから11年が経過しました。
コロナ禍から端を発し、混乱の時代に突入し、2年10カ月が経ちました。抗うことのでき
ないグレートリセットとその先の第四次産業革命の勃興へと加速化する時代の中で、これか
ら起こるかもしれない天変地異や災害に対し、弊社が地域に対してできることは果たして何
か？40代の私が、5年先10年先に向けてしたいことは何か？と自問自答した際に、地域に
根差した企業作り、また、防災屋として大垣市の防災力向上に寄与していきたいでした。構
想段階ですが、有事の際、大垣市の企業が、行政の方々と協力し合い、大垣市を守っていけ
る緩やかな組織を作っていきたいと思っています。
一般社団法人大垣青年重役会に関してまだわからないことが多々あり、どのような事でお役
に立てるか解りませんが、皆様に一つ一つご指導を頂きながら、まずは早く慣れていきたい
と思っておりますので、宜しくお願い申し上げます。

自己紹介
株式会社新井工務店 原 一翔会員

今年度より大垣青年重役会に入会させていただきます、株式会社新井工務店の原一翔と申し
ます。
弊社は昭和40年に斫り工事、解体工事の専門業者として開業し、以来半世紀にわたり、岐
阜県を中心に活動を続けてきました。
近年の解体工事はただ壊すだけでなく、常に事故への危機意識や近隣への騒音・振動の軽減、
廃棄物の適正処理による環境配慮、職人の高齢化等様々なことに直面することがあり、今ま
でより新しい視点から業務を行うことが必要になってきました。
そのような状況の中で私は今後家業を継ぎ事業を続けていくための知識や経験が未熟なため、
大垣青年重役会で諸先輩方との交流や講師例会を通じて勉強させていただき、自分を高めて
いきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。



２ 月 例 会

日 時 ・ 場 所
令和５年２月９日（木）1９：００～２１：１０（1８：４５受付）
大垣フォーラムホテル

講 師 一般社団法人ビジョンクリエイトコーチ協会 代表理事 加藤 みどり 先生

演 題 「 違いを活かすコミュニケーションスキル 」

２月例会講師を囲む会

日 時 令和５年２月９日（木）２１：３０～２３：３０

場 所 和菜台所 がぶや 大垣市禾森町５－７５

会 費 ５，０００円

お知らせ

⼤ 垣 ⻘ 年 重 役 会

E-mail︓ojb_public@outlook.jp
広報委員会 ⾼⽊英樹 鈴⽊⼀勝 早崎智哉

ＯＪＢ広報委員会

https://ojb1966.com/

今月のドネーション

中島 繁樹 会員
出した年賀状がネットの世界にデビューしました。差出人を失念しておりました。
本年もよろしくお願いいたします。

渡邊 雅大 会員 1/8、1/9 無事成人式の準備で送りだすことができました。

吉田 光利 会員
当店の敷地内にある土蔵が大垣市の景観自慢に登録されました。
これからも維持管理に努めていきたいです。

長谷部 綾子 会員
おいっこが、フェンシングのジュニアオリンピックカップで優勝しました。
ジュニアのアジア大会、世界大会に出場するらしいです。
応援お願いします。

加藤 肇 会長
本日の新春OJBスクールに多数特別会員、会員に出席を頂きました。
ありがとうございます。

インスタフォロワー数 ７１件（２月３日現在）
※ＳＮＳの投稿に関して顔出しＮＧの方はご連絡下さい


